
園 回 新  限 2010年 (平成 3露 年)]月 RO園 火罐国 2版 魃    (14)

県内失語痙患者ちが左や会

言
識
聴
覚
士
が
鱚
続
支
援

山
梨
県
言
語
聴
覚
士
会

（内
山
量
史
会
長
）
が
、
失
語
症
者
や
家
族
、
言
語
聴
覚
士
ら
で
つ
ぐ
る
団
体

「失
語
症
友
の

会
島
ふ
じ
や
ま
ヒ

を
立
ち
上
げ
、
県
内
全
域
で
の
失
語
症
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
日
ご
ろ
、
他

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
が
ち
な
当
事
者
に
集
い
の
場
を
設
け
て
い
て
、
症
状
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
日
本
言
語
聴
覚
士
協
会
に
よ
る
と
、

４７
都
道
府
県
に
あ
る
言
語
聴
覚
士
会
の
う
ち
、
失
語
症
者
や
家
族

が
集
う
団
体
を
言
語
聴
覚
士
が
運
営
し
て
い
る
の
は
山
梨
だ
け
。
同
会
は
、
言
語
聴
覚
士
が
運
営
を
担
う
こ
と
で
所
属
す

る
医
療
機
関
を
通
じ
、
よ
り
多
く
の
失
語
症
者
に
参
加
を
促
せ
る
と
期
待
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈小
林
諒

一
〉

「富
士
は
日
本

一
の
山
―
」
。

鶴
日
午
後
、
甲
斐

・
双
葉
ふ
れ
あ

い
文
化
館
の

一
室
で
開
か
れ
た
、

同
会
の
第
３
固
定
例
会
。
こ
れ
ま

で
友
の
会
に
参
加
し
て
い
な
か
っ

た
失
語
症
者
１２
人
が
、
童
謡

「ふ

じ
の
山
」
を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ

た
。
食
事
を
取
り
な
が
ら
近
況

報
告
を
し
た
り
、
福
笑
い
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
交
流
を
深
め
る
会

員
。
失
語
症
者

と
家
族
に
笑
顔

の
輪
が
広
が

っ

た
。

「同
じ
症
状

の
人
と
出
会
え

て
う
れ
し
い
。

み
ん
な
と
話
す

の
は
本
当
に
楽

し
い
ね
」
。
２

０
１
７
年
２
月

ご
ろ
に
脳
出
血

失
語
症
者
ら
が

集

う
定

例

会

で
、
自
分
が
住

む
地
域
に
つ
い

て
話
す
会
員
＝

甲
斐

。
双
葉
ふ

れ
あ
り
文
化
館

建

設

け
辮

離

潔

礫

は
、満
足
そ
う
な
表
情
で
話
し
た
。

長
女
の
志
津
江
さ
ん
（馳
）
は

「父

は
自
宅
に
こ
も
り
が
ち
で
、
こ
れ

ま
で
集
ま
れ
る
場
が
な
か
っ
た
。

私
も
失
語
症
の
患
者
や
家
族
と

会
話
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
支

援
方
法
を
学
べ
て
い
る
」
と
語
っ

た
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

「日
本
失
語
症
協

議
会
」
（東
京
）
に
よ
る
と
、
全

国
各
地
に
は
失
語
症
者
と
家
族
に

よ
る
自
助
団
体

「友
の
〈
ご

が
組

織
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
会
員
の
高

齢
化
と
新
入
会
員
の
減
少
か
ら
、

９０
年
代
に
全
国
で
約
１
５
０
団
体

存
在
し
て
い
た
友
の
会
は
、
近
年

で
は
１
０
０
団
体
以
下
に
減
少
し

て
い
る
と
い
う
。

支
援
方
法
を
共
有

県
言
語
聴
覚
士
会
に
よ
る
と
、

友
の
会
の
会
員
が
集
う

「山
梨
県

失
語
症
者
の
つ
ど
い
」
（県
失
語

症
友
の
会
運
合
会
主
催
）
へ
の
参

加
者
と
団
体
数
は
、
１
２
２
人
５

団
体

（０６
年
）
か
ら
４７
人
２
団
体

（‐８
年
、
失
語
症
友
の
会

「ふ
じ

や
ま
」
を
除
く
）
に
減
少
。
２
団

体
は
、
県
内
全
域
で
は
な
く
特
定

の
地
域
や
系
列
の
医
療
機
関
に
通

う
患
者
ら
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

対
し
て
、
ふ
じ
や
ま
に
は
県
内

全
域
か
ら
自
由
に
参
加
で
き
、
当

事
者
の
連
帯
感
を
深
め
、
家
族

も
悩
み
や
支
援
方
法
を
共
有
し

情
報
交
換
が
で
き
る
場
と
な
る
。

失
語
症
者
が
退
院
し
自
宅
に
戻
っ

て
か
ら
も
、
言
語
聴
覚
士
が
継
続

的
し
て
指
導
で
き
る
利
点
も
あ

る
。ふ

じ
や
ま
は
、
既
存
の
友
の
会

と
の
連
携
を
図
り
、
失
語
症
者

ｏ

家
族
と
言
語
聴
覚
士
の
交
流
を
促

進
し
よ
う
と
、

１８
年
７
月
に
設
立

さ
れ
た
。
現
在
は
４０
～
７０
代
の
失

語
症
者
螺
人
が
会
員
。

失
語
症
者
は
１
～
２
カ
月
程
度

の
急
性
期
と
、
約
６
カ
月
の
回
復

期
の
間
、
入
院
し
な
が
ら
言
語
聴

覚
療
法
を
受
け
る
。
そ
の
後
は
介

護
型
療
養
病
床
に
入
院
す
る
ほ

か
、
退
院
し
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
や
通
所

失
語
症
　
脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
の
脳
血
管
障
害

瘍』一中

に
よ
る
と
、
失
語
症
者
は
全
国
で
約
５０
万
人
、
県
内

で
約
３
５
０
０
人
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

リ
ハ
ビ
リ
を
利
用
す
る
。

・
た
だ
、
言
語
聴
覚
士
の
多
く
は

医
療
機
関
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
失
語
症
者
に
対
し
、
短
期

的
な
機
能
回
復
訓
練
に
な
り
が
ち

な
の
が
長
年
の
課
題
。
ふ
じ
や
ま

は
〓
墨
曝

覚
士
が
団
体
運
営
に
携

わ
る
こ
と
で
、
地
域
で
暮
ら
し
始

め
た
失
語
症
者
の
様
子
を
継
続
的

に
把
握
。
「『
言
葉
が
出
づ
ら
い
』

『
い
ら
い
ら
す
る
』
な
ど
当
事
者

や
家
族
の
悩
み
を
聞
き
、
医
療
現

場
で
の
訓
練
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」
（同
会
）
と
い
う
。

生
き
が
り
づ
く
り

「自
宅
や
病
院
で
過
ご
し
が
ち

な
失
語
症
者
が
、
友
の
会
に
く
る

と
表
情
が
豊
か
に
な
る
」
と
内
山

会
長
。
喜
塁
中聴
覚
士
が
関
わ
る

と
と
で
失
語
症
者
の
社
会
参
加
を

促
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
貢
献

し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

失
語
症
友
の
会

「ふ
じ
や
ま
」

は
、
今
後
も
２
カ
月
に
１
回
定
例

会
を
開
き
ヽ
失
語
症
者
ら
の
交
流

を
深
め
て
い
く
。
問
い
合
わ
せ
は

同
会
事
務
局

（春
日
居
サ
イ
バ
司

ナ
イ
フ

ｏ
リ
ハ
ビ
リ
病
院
≡
塁
中聴

覚
療
法
科
内
）
、
電
話
０
５
５
３

（２
６
）
４
１
２
６
。
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